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時:

広報

幣

星電

三I~tr 

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

長
浜
町
長

日コE

町
内
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ゆ
く
年
、
来
る

年
、
年
々
歳
々
繰
り
返
し
て
迎
え
る
新

年
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
つ
の
年
で
も

一
陽
来
復
、
誇
生
一
新
の
元
旦
は
、
清

々
し
く
も
ま
た
慶
ば
し
い
も
の
で
ご
ま

い
ま
す
。

私
は
、
皆
さ
ん
方
の
滋
れ
る
よ
う
な

ど
間
情
と
ど
協
力
に
よ
っ
て
、
町
長
方

二
年
自
の
仕
事
を
、
曲
が
り
な
り
に
も

仕
遂
げ
さ
せ
て
い
た
だ
ま
ま
し
た
。
ふ

り
返
っ
て
本
当
に
繕
し
く
感
謝
し
て
い

る
次
芳
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
/
¥
私

の
生
命
の
続
く
限
り
、
カ
の
あ
ら
ん
限

り
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
ぞ
と
、
胸
の

奥
底
か
ら
固
い
決
意
が
湧
き
出
て
来
る

年。4 和昭

西

田

司

の
を
覚
え
ま
す
。

学
術
、
文
化
の
進
歩
、
そ
し
て
人
類

生
活
の
進
歩
が
、
今
日
程
遠
く
思
わ
れ

る
こ
と
は
過
去
に
な
か
っ
た
と
存
じ
ま

す
。
今
年
の
世
界
や
日
本
は
ど
こ
ま
で

伸
び
て
い
く
の
で
中
の
ろ
う
か
、
我
が
長

浜
町
は
果
し
て
ど
と
ま
で
の
発
展
が
期

じ
得
ら
れ
る
も
の
で
+
の
ろ
う
か
、
と
私

の
心
の
中
に
は
様
々
な
映
像
が
去
来
致
・

し
ま
す
。
一
歩
の
遅
れ
が
千
歩
の
遅
れ

と
な
る
こ
と
を
つ
く
づ
く
感
じ
る
時
代

で
あ
り
ま
す
。
新
し
い
ヱ
夫
と
、
一
分

時
も
休
み
の
な
い
前
進
を
続
け
な
け
れ

ば
格
差
と
呼
ば
れ
る
へ
だ
た
り
は
益
々

大
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。去
年
は
竜
年
、
臥
竜
が
雲
を
起
し
て

天
に
昇
る
勢
い
の
よ
い
年
と
申
上
げ
ま

し
た
が
、
本
年
は
そ
の
親
類
の
巳
(
蛇

)
年
で
あ
り
ま
す
。
手
も
な
く
足
も
な

く
全
く
単
調
極
ま
り
な
い
一
本
の
紐
の

よ
う
な
生
ぎ
物
で
あ
り
ま
す
が
、
目
的

に
向
っ
て
一
路
直
線
に
進
む
と
き
は
、

昭
和
四
十
年
を
迎
え
て

長
浜
町
議
会
議
長

昭
和
四
十
年
の
輝
や
か
し
い
元
旦
を

迎
え
ま
し
た
。

町
内
の
み
な
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
国
の
外
、
そ
し

て
内
に
も
目
ま
ぐ
る
し
い
動
さ
が
み
ら

宮
亀
久
雄

れ
た
年
で
し
た
。

さ
て
、

ζ

と
し
は
、
ち
ょ

5
ど
、
合

併
以
来
満
十
か
年
を
迎
え
る
記
念
の
年

で
す
。
合
併
当
初
は
、
町
内
の
み
な
さ

ま
方
に
お
か
れ
ま
し
で
も
、
不
安
の
よ

う
す
が
、
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
が
、
合

併
以
来
、
満
十
ヶ
年
を
迎
え
た
今
日
で

は
、
「
合
併
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。

」
と
い
う
力
の
あ
る
芦
を
町
内
の
み
な

さ
ま
か
ら
承
ま
わ
り
ま
す
と
を
に
、
心

暖
ま
る
感
を
覚
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
毎
年
の
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
年
が
新
し
く
な
る
た
び
に
、

「
こ
と
し
と
そ
は
、
が
ん
ば
ろ
う
。
」

萄
汽司

場
一
閉

所
郷
役
一
一
刊

行
賠
町
一
岸

発
蛾
浜
一
四
川

長
一
時

町⑥章

敏
速
果
敢
、
し
か
も
猪
と
異
な
り
柔
軟

性
も
あ
り
融
通
性
も
持
っ
て
お
り
ま
す

見
か
け
は
異
様
で
人
に
好
ま
れ
ま
せ
ぬ

け
れ
ど
も
、
巳
(
蛇
〉
の
持
っ
て
い
る

智
恵
や
特
性
に
は
大
い
に
あ
や
か
つ
て

誤
り
の
な
い
町
政
の
一
年
を
前
進
し
た

い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。
任
期
後
半
に

入
り
ま
す
私
の
心
境
に
相
応
し
い
年
か

と
考
え
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様

に
も
こ
の
運
に
強
い
神
の
使
い
と
称
(

と
な
)
え
ら
れ
る
巳
年
の
福
運
を
大
い

に
捉
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
念
願
す
る

も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

特
に
本
年
は
長
浜
町
合
併
の
満
十
年

を
迎
え
、
一
段
と
意
義
深
い
年
で
あ
る

と
同
時
に
、
新
春
に
重
ね
て
二
重
の
慶

び
を
寿
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
新
町
建

設
十
ヶ
年
計
画
は
一
応
ピ

y
オ
ド
を
打

ち
、
新
た
な
十
ヶ
年
計
画
の
ホ
一
歩
を

踏
み
出
す
年
と
し
て
、
出
発
の
姿
勢
を

正
し
た
い
と
覚
悟
を
新
た
に
致
す
次
芳

で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
一
層
の
ど
支
援

と
ど
協
力
を
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

最
後
に
全
町
民
皆
さ
ん
の
一
家
団
ら

ん
、
部
落
共
栄
、
長
浜
町
の
発
展
弥
栄

を
心
か
ら
祈
念
致
し
ま
し
て
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

と
心
を
新
た
に
し
、
長
い
人
生
の
街
道

に
区
切
り
を
つ
け
る
も
の
で
す
。
何
事

に
お
い
て
も
、
「
区
切
り
」
は
大
切
だ

と
信
じ
ま
す
。

と
と
に
、
議
会
は
、
町
民
の
み
な
さ

ま
の
総
意
を
正
し
く
反
映
す
る
完
全
な

代
表
機
関
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら

申
心
述
べ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、
執
行
機
関
の
町
長
と
提
携
し
て

当
町
繁
栄
の
た
め
に
、
さ
ら
に
は
、
住

み
よ
い
長
浜
町
建
設
の
た
め
に
取
り
く

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
、
覚
悟
を
新

た
に
い
た
す
し
だ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
、
ご
指
導
ご
べ
ん
た
つ
の
程

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

最
後
に
、
町
内
の
み
な
さ
ま
方
、
昨

年
、
幸
の
よ
く
な
が
'
っ
た
方
は
、
こ
と

し
は
、
幸
の
多
い
年

ιな
り
ま
す
よ
う

に
、
ま
た
、
昨
年
、
幸
で
あ
っ
た
方
は

さ
ら
に
、
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

に
祈
り
ま
し
て
、
新
年
の
こ
と
ば
に
い

た
し
ま
す
。

職

録

員

助

役

清

水

収

入

役

大

野

。

総

務

課

課

長

増

田

晴

茂

〔
企
画
財
政
係
〕

課
長
補
佐

兼

係

長

森

議

主

事

隠

岐

龍

妙

書

記

西

山

進山
下
朝
子

〔
庶
務
消
防
係
〕

係

長

石

丸

英

雄

技

手

森

本

六

郎

(

消

防

)

書

記

平

田

豊

子

(

庶

務

)

用

務

員

中

野

健

蔵

(

グ

)

臨
時
雇
神
内
百
合
子
(
グ
)

O
文

書

課

課

長

土

居

孝

童

〔
有
線
広
報
係
〕

課
長
補
佐

兼

係

長

池

田

徳

重

書

記

山

崎

一

義

(

広

報

)

書
記
楠
山
田
紀
子
(
公
社
交
換
)

技
手
補
大
野
泰
俊
(
有
線
保
守
)

三

浦

義

直

(

グ

)

岡
記
志
枝
(
有
線
交
換
)

笹
田
秀
子
(
グ
〉

浪
本
満
香
(
グ
)

臨
時
雇
坂
本
始
子
(
グ
)

菊
地
千
香
子
(
グ
)

(
喜
多
灘
中
継
所
)

技
手
祷
沢
は
ま
え
(
有
線
交
換
)

臨
時
雇
後
藤
V
イ

子

(

グ

)

(
櫛
生
中
継
所
)

技
手
補
菊
地
郁
子
(
有
線
交
換
)

臨
時
雇
山
本
ヤ
エ
子
(
が
)

(
豊
茂
中
継
所
)

技
手
補
西
村
昇
子
(
有
線
交
換
)

臨

時

雇

都

田

悦

子

(

グ

)

(
白
滝
中
継
所
)

技
手
補
大
野
マ
ス
子
(
有
線
交
換
)

臨

時

雇

都

築

小

富

(

府

)

〔
文
書
係
〕

係

長

上

川

万

敏

書
記
小
石
玉
子
(
収
発
保
管
)

書
記
補
横
道
里
見
(
タ
イ
プ
)

石

田

広

美

(

か

)

O
税

務

課

課

長

酒

井

親

〔
調
査
係
〕

課
長
補
佐

兼
係
長
平
井
源
一

書

記

児

玉

繁

夫

(

調

査

)

波

多

野

進
(

M

)

書

記

補

山

本

辰

雄

会

)

臨

時

雇

隠

岐

龍

法

(

H

)

豊遠

(
統
計
)

(
財
産
)

(
秘
書
)

〔
収
納
係
〕

係

長

竹

本

松

太

郎

書
記
補
田
中
和
子
(
収
納
)

中
野
貴
夫
(
グ
)

庁

下

回

健

三

(

庁

)

O
住

民

課

課

長

兵

一

政

信

男

〔
社
会
年
金
係
〕

.
課
長
補
佐

兼
係
長
藤
岡
喜
代
夫

書

記

石

内

義

盛

(

年

金

)

P

小
川
平
(
社
会
)

。
鎌
田
勝
子
(
年
金
〉

(
長
浜
老
人
ホ
!
ム
白
山
国
)

園

長

松

田

智

看
護
婦
栗
田
富
士
子

栄
養
士
菊
地
年
志
子

調

理

員

新

家

千

鶴

臨
時
雇
鎌
田
ハ
ジ
メ

玉
井
亀
代

(
長
浜
保
育
所
)

園

長

小

泉

周

保

母

玉

井

徳

美

グ

川

崎

弘

子

伊

達

祥

子

宮
山
節
子

栄

養

士

大

橋

京

子

見
習
保
母
池
田
ス
ミ
子

臨
時
保
母
富
永
タ
マ
ヨ

尉

村

上

仁

美

(
沖
浦
保
育
所
)

主
任
保
母
谷
本
嘉
子

保

母

田

村

恒

子

小
泉
六
百
子

調
理
員
木
之
本
ヒ
デ
コ

臨
時
保
母
浪
本
満
子

。

末

広

節

子

(
大
和
保
育
所
)

主
任
保
母
谷
川
俊
子

保

母

大

塚

隆

子

庁

矢

野

智

子

調

理

員

泉

友

江

臨
時
保
母
下
回
美
智
子

坂
石
信
子

(
白
滝
保
育
所
〉

主
任
保
母
小
野
雪
子

保

母

西

宮

幸

子

福
本
節
子

M

小
川
高
子

池
田
ワ
カ
子

加
世
富
士
子

調
理
員
鎌
田
恵
美
子

(
喜
多
難
保
育
所
)

主
任
保
母
西
岡
房
子

臨
時
保
母
藤
淵
美
枝
子

(
櫛
生
保
育
所
)

主
任
保
母
西
山
美
智
子

保

母

岡

本

美

代

子

臨
時
保
母
酋
山
逸
子

(
出
海
保
育
所
)

主
任
保
母
大
谷
コ
ト
エ

保

母

井

上

典

子

臨

時

保

母

西

村

光

グ

河

澄

禎

子

(
豊
茂
保
育
所
)

主
任
保
母
富
岡
正
代

臨
時
保
母
坂
井
街
子

二
宮
サ
ダ
子

(
青
島
保
育
所
)

主
任
保
母
二
宮
美
澄

臨
時
保
母
福
岡
信
子

〔
住
民
係
〕

係

長

池

田

又

一

郎

書
記
平
田
春
美
(
受
付
)

宇
都
宮
寛
(
一
戸
籍
)

友
沢
敏
(
記
録
)

。
模
尾
ハ
ツ
子
(
受
付
)

書
記
補
石
住
武
俊
(
作
票
)

山
下
国
広
(
グ
)

〔
保
健
係
〕

係

長

日

田

稲

生

保
健
婦
清
水
文
子
(
衛
生
)

伊

梶

村

亀

代

(

グ

)

書

記

梶

田

秀

信

(

M

)

m

書
記
補
山
本
勝
延
(
国
保
)

(
豊
茂
詰
所
)

保
健
婦
橋
本
ア
サ
子

(
白
滝
診
療
所
)

嘱

託

菊

地

敏

行

(
青
島
診
療
所
)

嘱

託

赤

穂

治

(
今
坊
隣
保
舘
)

書
記
補
山
根
カ
ヨ
子

。

産

業

課

課

長

畑

山

鶴

夫

〔
振
興
係
)

課
長
補
佐

兼

係

長

久

保

弘

書
記
河
野
平
吉
(
農
業
)

真
鍋
典
秋
(
商
工
観
光
)

技

手

泉

芳

信

(

水

産

)

書

記

渡

辺

敬

(

畜

産

)

書
記
補
大
元
宗
一
(
構
造
改
善
)

府

藤

沢

豊

彦

(

グ

)

9

仲
田
源
一

(

t

)

中

田

晋

(

グ

)

臨
時
雇
笹
本
栄
一
(
グ
)

。

菊

岡

洋

子

(

グ

)

〔
農
地
係
〕

農
地
主
事

兼

係

長

西

山

安

男

書

記

垣

見

金

治

郎

。

建

設

課

課

長

小

谷

喜

吉

〔
工
務
係
〕

課
長
補
佐

兼
係
長
坂
井
弥
八
郎

技
師
上
回
邦
彦
(
設
計
)

書

記

矢

野

克

(

府

)

作
業
員
高
橋
彦
市

〔
庶
務
係
〕

係

長

酒

井

義

扇

書
記
仙
波
久
枝
(
庶
務
)

O
公
営
事
業
課

課

長

佐

々

木

隆

〔
港
湾
係
〕

課
長
補
佐

兼
港
湾
係
長
二
宮
一
雄

臨
時
一
麗
河
井
八
重
(
港
湾
)

(
港
務
所
)

主
任
高
田
軍
治
郎

投
手
木
下
保
利
(
起
重
機
)

(
青
島
丸
)

船

長

藤

井

起

一

機
関
長
立
脇
宇
之
助

甲
板
員
後
藤
常
典

〔
賞
理
係
〕

係
長
(
課
長
事
務
取
扱
)

技

手

窪

憲

一

(

町

車

)

草
川
勝
義
(

M

)

。

西

本

幸

雄

(

H

)

臨
時
一
雇
森
川
純
行
(
ブ
ル
ド
!
ず
)

書
記
補
久
保
優
子
(
管
理
)

臨
時
雇
越
智
清
晃
(
清
掃
)

菊
地
八
太
郎
(
と

(
火
葬
場
)

臨
時
雇
松
岡
伊
一
郎

〔
水
道
係
〕

係

長

宮

本

叶

夫

書
記
官
同
橋
亮
へ
水
道
)

書
記
補
松
本
好
次
(
グ
)

(
長
浜
浄
水
場
)

書
記
補
山
下
一
仁
(
水
道
)

大

野

勇

へ

グ

)

臨
時
雇
上
田
富
貴
雄
(

O

)

@

会

計

室

室

長

丸

山

米

三

郎

〔
出
納
係
〕

室
長
補
佐

兼

係

長

糸

井

四

郎

書
記
補
日
野
敏
子
〔
出
納
)

O
議
会
事
務
局

局

長

久

保

熊

男

。
教
育
委
員
会

教

育

長

林

日

出

猪

一

〔

総

務

係

〕

一

教

育

長

職

務

代

理

者

一

莱

総

務

社

会

教

育

係

長

一

田
中
与
左
衛
門
一

書
記
補
都
築
住
江
(
庶
務
)
一

〔

社

会

教

育

係

〕

一

書
記
宮
田
猛
義
(
社
・
公
主
事
)
一

(

公

民

舘

)

一

書
記
補
和
田
正
義
(
公
主
事
)
，

臨
時
雇
木
村
カ
ツ
エ

y
e
J

(
水
族
舘
)

書

記

池

上

昭

夫

〔
晶
子
校
教
育
係
〕

係

長

模

尾

多

喜

大

書
記
補
松
岡
昭
子
(
庶
務
)

(
長
浜
中
学
校
)

臨
時
雇
浜
元
伝
子

(
長
浜
小
学
校
)

書
記
藤
本
富
雄
(
庶
務
)

用
務
員
坂
井
英
雄

. 
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世帯数と人口

堅胃人口30 1 4.265120.283 

同封3P33214.169119.614 
33 1 4.165119.286 
34 1 4.173119.074 
35 1 4.171118.246 
36 1 4.185118.050 
3714.133117.897 
38 1 4.099117.323 
139 I 4.100117.022 

保育所の状況

|門|一長浜保育所 I 120 I 
沖浦 II 70 I 6 
大和 II 50 I 5 
白滝 /1 90 I 7 
出海 f! 72 I 5 
喜多灘庁 I 29 I 2 
櫛生 II I 60 I 3 

1童二=1J~I士青島 II 31 I 

計 1 572 I 42 
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主
な
民
生
事
業

竣

工

年

月

日

事

業

名

一

業

費

三

四

、

三

、

三

二

青

島

診

療

所

一

九

四

O
千
円
一

三

五

、

三

、

二

五

一

隔

離

病

舎

一

二

、

八

八

O
一

三

五

、

六

、

三

O
十

大

和

診

療

所

一

一

、

四

八

O
一

三

七

、

六

、

二

八

一

じ

ん

あ

い

焼

却

場

一

四

、

0
0
0一

一

三

九

、

七

、

一

一

火

葬

場

一

六

、

七

五

O
一

一

一

二

九

、

一

二

、

二

上

水

道

十

一

C
五

、

四

三

O
一

事

町
財
政
の
一

0
か
年
(
一
般
会
計
)

一 1;;歳入

37 

一一-¥;1歳出

38 3'1 36 32 33 34- :J5 30 31 企忠/
2干
正も

3 

z 

1 j，主

主
な
土
木
事
業

名

)
春
は
過
ぎ
、
夏
は
去
り
、
四
季
の
移

1
0
」
と
話
し
あ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
と
い
う
と
と
ば
が
、
今
、
私
た
ち
に
も
し
に
故
人
を
し
の
ば
る
る
で
あ
り
ま
し
~

}

り

変

り

と

共

に

、

町

政

が

お

か

れ

て

か

す

。

痛

切

に

感

じ

ら

れ

る

よ

ラ

に

な

り

ま

し

ょ

う

か

。

~

ゾ

ら

、

早

く

も

、

十

年

の

過

ぎ

去

っ

た

歳

ま

も

な

く

、

有

線

放

送

電

話

が

実

現

た

。

出

石

土

守

の

参

拝

客

Jh
パ
ス
の
同
体
ヘ

〉
月
を
、
冬
の
夜
長
に
、
静
か
に
回
顧
し
し
、
朝
に
、
夕
べ
に
、
町
の
情
報
が
伝
物
価
は
、
ど
ん
ど
ん
あ
が
り
、
生
産
存
と
な
り
、
そ
の
発
展
ぶ
り
は
、
除
夜
~

J

て
み
ま
し
ょ
う
。
え
ら
れ
、
折
に
ふ
れ
て
の
音
楽
が
澄
ん
し
た
も
の
は
そ
れ
に
比
例
し
ま
せ
ん
。
の
鐘
と
な
っ
て
、
全
国
に
放
送
さ
れ
る
~

J

財
政
的
、
地
理
的
に
恵
ま
れ
ず
、
「
だ
空
気
を
ふ
る
わ
せ
て
流
れ
て
を
ま
す
と
ん
な
と
き
の
農
協
の
合
併
が
農
家
に
運
び
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
)

J

こ
ん
な
い
な
か
が
町
に
な
る
。
役
場
が
町
内
と
い
う
よ
し
み
が
、
婦
人
会
の
明
る
い
未
来
を
築
い
て
く
れ
ま
す
よ
う
お
礼
ば
さ
み
に
、
金
剛
づ
え
の
三
々
)

〈
遠
く
な
る
。
」
と
、
こ
ん
な
芦
を
を
き
会
合
な
ど
に
も
、
あ
う
た
び
ご
と
に
親
祈
る
の
で
す
。
五
々
の
お
遍
路
姿
も
、
遠
い
背
の
な
つ
〉

♂
な
が
ら
、
久
し
く
呼
び
親
し
ん
で
き
た
し
み
を
加
え
て
ゆ
き
ま
す
。
今
、
合
併
十
周
年
を
む
か
え
よ
う
と
か
し
い
思
い
出
の
諮
り
草
と
な
り
ま
し
)

川

大

和

村

に

、

終

た

。

)

へ

止

符

を

打

っ

て

一

一

一

一

一

一

町

民

親

し

く

集

J

百
寸
同
一
一
一
長
浜
町
十
年
の
歩
み
を
顧
み
て
一
一
一
口
目
当
以

凡

才

能

あ

る

初

代

一

一

一

一

一

一

ま

し

た

。

移

り

変

(

〈

町

長

の

施

政

が

一

一

一

-

一

一

る

世

相

の

中

に

、

山

…

吋

ら

れ

ま

し

一

一

一

久

保

七

葉

一

一

一

日

1
1て一

~

夏

は

、

海

水

三

一

一

一

今

や

、

九

@

四

ハ

ヘ

浴

で

に

ぎ

わ

う

の

結

び

は

、

夢

で

ん

~
港
湾
整
備
、
道
路
が
の
び
、
ま
た
、
舗
町
長
の
パ
ト
ジ
が
タ
ッ
チ
さ
れ
、
前
し
て
、
長
浜
町
の
大
ぎ
な
損
失
は
、
西
な
く
、
遠
か
ら
ず
、
実
現
す
る
で
あ
り
〈

~

装

さ

れ

、

て

き

ま

し

た

。

町

長

に

劣

ら

ぬ

英

知

と

若

さ

に

町

民

の

田

県

議

を

失

っ

た

こ

と

で

す

。

ま

し

ょ

う

。

~

~
養
老
院
が
で
き
、
身
よ
り
の
な
い
人
幸
を
願
っ
て
、
親
し
く
、
町
民
の
声
を
春
は
、
に
お
う
ば
か
り
の
菜
の
花
の
重
要
な
地
位
に
あ
っ
て
、
今
後
、
そ
(

)
の
老
後
に
安
ら
ぎ
が
与
え
ら
れ
、
保
育
き
き
、
献
身
的
な
努
力
を
し
つ
づ
け
て
点
て
い
す
る
山
里
を
、
後
へ
後
へ
と
、
の
実
が
、
ま
す
ま
す
発
揮
で
き
る
よ
う
~

〕
所
に
幼
き
者
の
小
さ
な
社
会
生
活
の
矛
く
だ
さ
り
、
農
業
構
造
改
善
が
着
々
と
パ
ス
の
車
窓
に
な
が
め
な
が
ら
、
山
並
才
た
け
た
、
若
き
町
長
に
、
町
民
こ
ぞ
~

J

一
歩
が
、
ふ
み
だ
さ
れ
ま
し
た
。
進
め
ら
れ
、
や
が
て
、
み
か
ん
の
里
と
み
を
縫
っ
て
登
り
切
っ
た
、
郷
の
峠
降
っ
て
、
大
き
な
期
待
を
か
け
、
親
し
く
九

日
末
っ
子
が
、
小
学
三
年
の
頃
、
「
今
し
て
、
多
く
の
み
か
ん
が
積
み
出
さ
れ
そ
の
道
路
と
共
に
、
永
遠
に
朽
ち
る
こ
安
ら
か
な
生
活
が
で
き
る
と
と
を
願
つ
)

〕
部
落
に
何
が
一
番
欲
し
い
か
o

」
と
の
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
o

と

な

く

、

氏

の

幾

多

の

功

績

を

た

た

え

て

や

み

ま

せ

ん

。

~

J

宿
題
を
も
ち
帰
り
、
「
マ
イ
ク
だ
な
あ
発
展
は
、
道
路
か
ら
・
o

た

、

し

よ

う

徳

碑

を

、

だ

れ

が

感

激

な

(

大

字

豊

茂

)

J

今
か
ら
十
年
前
、
そ
れ
は
長
浜
町
が
地
財
法
で
は
、
十
二
年
間
に
赤
字
解
装
な
ど
、
こ
の
チ

i
ム
の
連
続
ヒ
ッ
ト
川

喜
多
郡
二
十
六
ケ
町
村
の
一
つ
で
あ
っ
消
の
構
想
だ
と
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
で
す
。

た
。
合
併
促
進
法
が
で
て
、
好
む
と
好
そ
れ
か
ら
、
町
当
局
と
町
民
と
の
忍
苦
こ
の
間
、
役
場
の
出
先
機
関
の
各
支
」

一
一
一
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
合
併
が
推
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
末
永
町
長
が
所
は
、
適
時
に
適
当
に
廃
止
縮
少
さ
れ
一

ず
」
一
一
一
一
進
さ
れ
、
わ
が
町
は
、
隣
接
五
ケ
村
と
公
の
席
上
で
「
五
か
年
早
く
赤
字
を
解
納
税
組
合
区
長
会
そ
の
他
の
団
体
を
ま
川

、
泊
三
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
、
う
余
曲
折
、
を
消
し
た
。
」
と
感
激
の
発
表
を
さ
れ
た
ん
ど
に
活
用
さ
れ
る
な
ど
、
相
当
な
配
一

サ利
J

E

経
て
合
併
が
実
現
し
た
の
は
、
昭
和
三
の
は
、
数
年
前
で
し
た
。
慮
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

ヰ
吋
三
一
十
年
で
あ
っ
た
。
旧
喜
多
郡
は
、
一
市
ピ
ン
チ
ヒ
ツ
タ
ー
が
、
つ
い
に
、
ホ
公
民
舘
活
動
の
一
環
で
あ
る
子
供
会
一

一
昭
批
判
三
一
五
ケ
町
村
に
圧
縮
さ
れ
た
訳
で
す
。
!
ム
ラ
ン
を
、
か
っ
飛
ば
し
た
訳
で
す
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
な
ど
、
き
め
の
細
…

計
八
一
一
翁
合
併
当
時
の
長
浜
町
に
も
、
旧
各
村
わ
れ
ら
、
観
覧
席
の
プ
ア
ジ
は
、
拍
手
か
な
手
が
う
た
れ
、
今
や
、
押
し
も
主

J
J〈
一
一
一
一
そ
れ
ぜ
れ
の
財
政
事
情
に
は
、
と
つ
お
か
っ
さ
い
、
心
か
ら
ご
苦
労
さ
ま
と
申
さ
れ
も
し
な
い
長
浜
町
の
成
長
を
見
た
ん

ヘ

市

/

一

一

一

う

が

あ

り

、

練

り

に

練

っ

た

合

併

が

椙

し

あ

げ

た

の

で

し

た

。

と

私

は

思

い

ま

す

。

サ

一

一

一

沙

当

以

上

の

赤

字

を

か

L
え
た
の
も
、
や
十
年
の
う
ち
、
前
八
年
末
氷
、
後
二
こ
こ
に
、
両
町
長
な
ら
び
に
、
議
会
…

企
h

y

-

-

h

む
を
え
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。
年
は
現
町
長
西
田
氏
で
す
。
西
国
チ
ー
そ
の
他
の
関
係
者
に
、
し
ん
じ
ん
の
忠

仁
d

E

初
代
町
長
は
、
旧
長
浜
町
の
末
氷
芳
ム
は
、
若
手
で
、
そ
こ
に
魅
力
も
あ
り
意
念
表
す
も
の
で
す
。

広

一

一

t
朗
氏
に
落
ち
着
号
、
議
会
議
員
も
改
選
滞
っ
た
事
業
も
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
た
だ
、
惜
し
い
こ
と
は
、
こ
こ
数
年
九

乙
呈
示
さ
れ
、
一
応
の
陣
容
は
整
い
ま
し
た
。
じ
ん
か
い
焼
却
場
、
し
尿
処
理
場
、
火
青
壮
年
一
票
、
大
都
市
流
出
の
問
題
が
…

ね
吋
一
一
一
旧
村
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
緩
急
に
も
葬
場
の
新
築
、
さ
ら
に
、
白
滝
日
の
浦
未
解
決
で
、
合
併
当
時
の
人
口
二
万
人
.
…

」

一

十

一

一

'

相

当

面

倒

な

面

が

出

た

の

も

、

う

わ

さ

語
r

肱
川
水
域
を
水
源
と
す
る
画
期
的
な
、
以
上
が
、
現
在
一
万
七
千
人
と
、
一
手
…

J
i

一
一
一
一
西
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
o
u

大
上
水
道
の
布
設
な
ど
、
環
境
衛
生
上
そ
減
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
、
ひ
と
~

げ
リ
一
一
私
な
ど
も
、
議
会
を
傍
聴
し
て
渋
い
戸
の
ヒ
ッ
ト
を
記
録
。
ま
た
、
青
島
小
中
り
、
当
町
だ
け
の
悩
み
で
な
く
、
県
下
…

f
J
Y

一
一
一
顔
で
も
ど
っ
た
覚
え
も
あ
り
ま
す
。
事
学
校
、
白
滝
小
学
校
の
新
築
、
町
内
有
各
町
村
共
通
の
こ
と
で
、
で
き
得
る
限
}

戸

h
h

豆
業
の
一
区
切
り
は
つ
い
て
も
、
膨
大
な
線
電
話
の
架
設
、
あ
る
い
は
、
農
林
道
り
、
工
場
誘
致
産
業
振
興
開
発
な
ど
丘

小
口
は
一
一
赤
字
の
始
末
は
、
な
か
な
か
で
あ
っ
た
の
開
発
、
漁
港
の
改
修
、
農
協
の
合
併
よ
り
、
人
口
流
出
を
防
止
す
る
よ
う
、
九

E

E

E

追
い
つ
め
ら
れ
た
末
氷
チ

l
ム
に
、
漁
協
の
合
併
な
ど
、
若
干
問
題
は
あ
り
町
当
局
、
議
会
、
そ
の
他
の
衆
知
を
詰
…

合

悲

壮

な

決

意

が

要

請

さ

れ

、

末

永

主

将

ま

し

た

が

、

一

応

ヒ

ッ

ト

で

す

o

集
善
処
方
を
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

は

、

思

い

切

っ

て

地

財

法

の

適

用

と

い

沖

浦

観

音

、

出

石

寺

、

白

滝

公

園

を

(

大

字

長

浜

)

J

う

ピ

ン

チ

ヒ

ツ
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